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(57)【要約】
【課題】　左右のレンズ部に装着された光学フィルタの
偏光角度が異なる状態が発生すると、露出量が左右で異
なったり、反射光を除去する割合が異なったりすること
がある。
【解決手段】　横並びに配置された２つのレンズ部３Ｌ
，３Ｒと、２つのレンズ部で被写体を立体映像として撮
像するためにコンバージェンスポイントを調整可能な状
態で２つのレンズ部を支持するレンズケース４と、を備
えて構成されている。レンズケース４の、２つのレンズ
部３Ｌ，３Ｒの被写体側に、その２つのレンズ部の被写
体側の全面を覆う円形をなす１個の光学フィルタ５がね
じ結合によって着脱可能に装着されるリング部３５を設
けた。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　横並びに配置された２つのレンズ部と、
　前記２つのレンズ部で被写体を立体映像として撮像するためにコンバージェンスポイン
トを調整可能な状態で当該２つのレンズ部を支持するレンズケースと、
　を備え、
　前記レンズケースの、前記２つのレンズ部の被写体側に、当該２つのレンズ部の被写体
側の全面を覆う円形をなす１個の光学フィルタがねじ結合によって着脱可能に装着される
フィルタ装着部を設けた
　二眼レンズ装置。
【請求項２】
　前記フィルタ装着部は、内周面にねじ部を設けた円筒状の筒軸部からなる
　請求項１記載の二眼レンズ装置。
【請求項３】
　前記筒軸部のねじ部は、市販されている光学フィルタに設けたねじ結合用の雄ねじが螺
合可能な雌ねじを有する
　請求項２記載の二眼レンズ装置。
【請求項４】
　前記フィルタ装着部には、フィルタ径が６７ｍｍから１１２ｍｍまでの範囲内の光学フ
ィルタが装着される
　請求項１に記載の二眼レンズ装置。
【請求項５】
　被写体を立体映像として撮像することができる二眼レンズ装置と、
　前記二眼レンズ装置が着脱可能に装着される撮像装置本体と、
　前記二眼レンズ装置または前記撮像装置本体に取り付けられ、撮像素子を有する２つの
撮像素子ユニットと、
　を備え、
　前記二眼レンズ装置は、
　横並びに配置された２つのレンズ部と、
　前記２つのレンズ部で被写体を立体映像として撮像するためにコンバージェンスポイン
トを調整可能な状態で当該２つのレンズ部を支持するレンズケースと、
　を有し、
　前記レンズケースの、前記２つのレンズ部の被写体側に、当該２つのレンズ部の被写体
側の全面を覆う円形をなす１個の光学フィルタがねじ結合によって着脱可能に装着される
フィルタ装着部を設けた
　二眼レンズ装置付立体撮像装置。
【請求項６】
　前記フィルタ装着部には、フィルタ径が６７ｍｍから１１２ｍｍまでの範囲内の光学フ
ィルタが装着される
　請求項５に記載の二眼レンズ装置付立体撮像装置。
【請求項７】
　前記レンズ部における最も被写体に近い側に配置された物体側レンズの直径は、４５ｍ
ｍ以下に設定される
　請求項６に記載の二眼レンズ装置付立体撮像装置。
【請求項８】
　前記撮像素子が搭載される撮像素子ＩＣマウント基板における前記２つのレンズ部が並
ぶ方向の長さは、４５ｍｍ以下に設定される
　請求項６に記載の二眼レンズ装置付立体撮像装置。
【請求項９】
　前記撮像素子のサイズは、２／３インチ以下に設定される
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　請求項６に記載の二眼レンズ装置付立体撮像装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、被写体を立体映像として撮像することができる二眼レンズ装置、及び、その
二眼レンズ装置を備えた二眼レンズ装置付立体撮像装置に関する。特に、二眼レンズ装置
の付属部品として使用される外付用光学フィルタの取付構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、デジタルカメラ、ビデオカメラ等の撮像装置のレンズ装置においては、レンズ
の保護や、透過する光を制限する等の目的のために、各種の光学フィルタが使用されてい
る。
　従来の、一眼レンズ装置を備えた撮像装置のための光学フィルタの取付構造としては、
例えば、特許文献１に記載されているようなものがある。特許文献１には、カメラのレン
ズ鏡筒の先端に装着されて使用される光学フィルタ及びレンズフードに関するものが記載
されている。特許文献１に記載されているカメラは、円筒状のレンズ鏡筒を有する一眼レ
ンズ装置を備えており、そのレンズ鏡筒の先端の内周面に、光学フィルタが着脱可能に装
着される鏡筒枠ネジが設けられている。光学フィルタの先端の内周面には雌ネジ溝が設け
られており、この雌ネジ溝に螺合可能とされた雄ネジ溝を有するレンズフードがフィルタ
に対して着脱可能に構成されている。
【０００３】
　このカメラの一眼レンズ装置においては、レンズ鏡筒の先端に１個の外付用の光学フィ
ルタが着脱可能に装着され、或いは、更に他の光学フィルタを重ね合わせて光軸方向に連
結されて着脱可能に構成されている。
　このような光学フィルタの使用形態は、二眼レンズ装置及びその二眼レンズ装置を備え
た二眼レンズ装置付立体撮像装置においても同様である。
　近年、立体撮影（３Ｄ撮影）を可能とした二眼レンズ式立体撮像装置が提供されるよう
になった。この二眼レンズ式立体撮像装置は、従来の一眼レンズ装置の２組を横に並べた
ような構成を有しており、２つのレンズ装置が所定の間隔（ＩＡＤ：Inter Axial Distan
ce）をあけて略平行に配置されている。
【０００４】
　この二眼レンズ式立体撮像装置において、快適な３Ｄ立体視を得るためには、配慮しな
ければならない６つのポイントがある。その１は「垂直方向のずれ」、その２は「画角の
ずれ」、その３は「明るさ・色の違い」、その４は「回転のずれ」、その５は「正しい視
差調整」、その６は「適正な構図」である。このうち、２つのレンズ装置を一体に組み合
わせた二眼レンズ式立体撮像装置では、ポイント１～４については内部機構において解決
することができるが、ポイント５及び６については、被写体の構図に応じてその都度綿密
な調整が必要となる。
【０００５】
　また、ポイント５の「正しい視差調整」については、「レンズ装置間の距離」と「クロ
スポイント（コンバージェンス）の距離」が問題となる。第１の「レンズ装置間の距離」
については、一般に、人間の特性を考慮して、人間の両眼の間隔と略等しい約６５ｍｍが
光軸間隔として設定されている。そして、光学ユニット内で二眼レンズ装置の輻輳角を変
えることにより、コンバージェンスポイント（３Ｄ映像の基準面）を前後に調整し、画面
からの「飛び出し」と「奥行き」をコントロールしている。
【０００６】
　このような二眼レンズ装置付立体撮像装置においても光学フィルタの必要性は、通常の
カメラ（一眼レンズ装置付撮像装置）の場合と同様に有している。その場合に、二眼レン
ズ装置付立体撮像装置において、前述したような一眼レンズ装置付撮像装置に対すると同
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様の使用方法を適用すると、次のような問題を生じるおそれがある。
【０００７】
　図１０は、二眼レンズ装置付立体撮像装置の２つのレンズ部１０１，１０２における被
写体側の先端部を断面して示す説明図である。２つのレンズ部１０１，１０２は、互いの
光軸Ｏ１，Ｏ２を略平行にして横並びに配置されており、それぞれのレンズ鏡筒１０３の
先端近傍には物体側レンズ１０４Ｒ，１０４Ｌがそれぞれ固定されている。各レンズ鏡筒
１０３の先端部の内周面には雌ねじが設けられており、その雌ねじに螺合される雄ねじを
有する光学フィルタ１０５Ｒ，１０５Ｌがそれぞれねじ結合されている。
【０００８】
　いま、図１０において、各物体側レンズ１０４Ｒ，１０４Ｌに入射される光の入射角を
φ°、撮像面Ｆに対する左レンズ部１０１の撮像面をＦＬとし、右レンズ部１０２の撮像
面をＦＲとすると、左右の撮像面ＦＬ，ＦＲ間において重複面ＦＣが発生する。立体映像
は、左右の撮像面ＦＬ，ＦＲを重ね合わせることによって得られるため、左撮像面ＦＬで
得られる重複面ＦＣと、右撮像面ＦＲで得られる重複面ＦＣとは、同一又は実質的に同一
の撮像面であることが好ましい。なお、符号Ｃ１は右レンズ部１０１の光軸、符号Ｃ２は
左レンズ部１０２の光軸を示す。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開２００７－２７２１６３号公報
【００１０】
　しかしながら、光学フィルタの種類によっては、そのフィルタを使用する目的を達成で
きない場合が生じる。例えば、光学フィルタとして偏光フィルタを使用した場合に、２つ
の偏光フィルタ間において、フィルタ枠に設けたねじの始端とその枠に固定されたフィル
タの偏光角度が異なる場合である。かかる場合には、左右のレンズ部１０１，１０２に装
着された光学フィルタ１０５Ｒ，１０５Ｌの偏光角度が異なる状態が発生し、これにより
、露出量が左右で異なったり、反射光を除去する割合が異なったりすることがある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　解決しようとする問題点は、二眼レンズ装置付立体撮像装置の２つのレンズ部に個別に
光学フィルタを装着して使用すると、光学フィルタの種類によってはその目的を達成する
ことができず、却って、撮像面を悪くしてしまうという点である。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本出願の二眼レンズ装置は、横並びに配置された２つのレンズ部と、２つのレンズ部で
被写体を立体映像として撮像するためにコンバージェンスポイントを調整可能な状態で２
つのレンズ部を支持するレンズケースと、を備えて構成されている。レンズケースの、２
つのレンズ部の被写体側に、その２つのレンズ部の被写体側の全面を覆う円形をなす１個
の光学フィルタがねじ結合によって着脱可能に装着されるフィルタ装着部を設けた。
【００１３】
　本出願の二眼レンズ装置付立体撮像装置は、被写体を立体映像として撮像することがで
きる二眼レンズ装置と、その二眼レンズ装置が着脱可能に装着される撮像装置本体と、２
つの撮像素子ユニットと、を備えて構成されている。撮像素子ユニットは、二眼レンズ装
置または撮像装置本体に取り付けられ、撮像素子を有する。
　二眼レンズ装置は、横並びに配置された２つのレンズ部と、その２つのレンズ部で被写
体を立体映像として撮像するためにコンバージェンスポイントを調整可能な状態で２つの
レンズ部を支持するレンズケースと、を有している。そのレンズケースの、２つのレンズ
部の被写体側に、その２つのレンズ部の被写体側の全面を覆う円形をなす１個の光学フィ
ルタがねじ結合によって着脱可能に装着されるフィルタ装着部を設けた。
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【発明の効果】
【００１４】
　本出願の二眼レンズ装置及び二眼レンズ装置付立体撮像装置によれば、レンズケースに
光学フィルタをねじ結合によって装着すると、２つのレンズ部の被写体側の全面が、円形
をなす１個の光学フィルタによって覆われる。そのため、２つのレンズ部が常に１個の光
学フィルタで覆われることから、２つのレンズ部間において、常に同一の光学フィルタの
効果を享受することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本出願の二眼レンズ装置の実施の形態の一例を示す外観斜視図である。
【図２】図１に示す二眼レンズ装置の特性を説明する説明図である。
【図３】図１に示す二眼レンズ装置を調整リング側から見た側面図である。
【図４】図１に示す二眼レンズ装置に係るレンズユニットの外観斜視図である。
【図５】図４に示すレンズユニットのレンズ鏡筒と撮像素子ユニットの側面図である。
【図６】各種の撮像素子サイズ用に物体側レンズを設計した際の物体側レンズの直径を示
すグラフである。
【図７】各種の撮像素子サイズ用に撮像素子ＩＣマウント基板を設計した際の撮像素子Ｉ
Ｃマウント基板の寸法を示すグラフである。
【図８】図１に示す二眼レンズ装置を使用した二眼レンズ装置付立体撮像装置の実施の形
態の一例を示す側面図である。
【図９】図１に示す二眼レンズ装置に１個の光学フィルタを装着した状態の要部を断面し
た説明図である。
【図１０】先行技術に係る二眼レンズ装置の２つのレンズ部に２個の光学フィルタを個別
に装着した状態の要部を断面した説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　２つのレンズ部の被写体側の外側を覆うことができる円筒状の筒軸部からなるフィルタ
装着部をレンズケースに設け、そのフィルタ装着部に装着される１個の光学フィルタで２
つのレンズ部の被写体側の全面を覆うことができるようにする。これにより、２つのレン
ズ部間において、１個の光学フィルタによる同一のフィルタ効果を常に享受することがで
きる二眼レンズ装置及び二眼レンズ装置付立体撮像装置を、簡単な構成によって実現した
。
【実施例】
【００１７】
　図１乃至図３は、本出願の実施の形態の一例を示すもので、被写体を立体映像として撮
像することができる二眼レンズ装置である。この二眼レンズ装置１は、２つのレンズ部３
Ｌ，３Ｒを有するレンズユニット２と、このレンズユニット２が収納されるレンズケース
４と、を備えて構成されている。更に、二眼レンズ装置１には、光学フィルタ５とレンズ
フード６が、構成部品或いは付属品として備えられている。
【００１８】
　レンズユニット２は、図４に示すような構成を有している。図４は、本実施例の二眼レ
ンズ装置１に係るレンズユニットの実施の形態の一例を示すものである。レンズユニット
２は、左レンズ部３Ｌ及び右レンズ部３Ｒからなる２つのレンズ部３Ｌ，３Ｒと、ベース
プレート７と、カバープレート８等を備えて構成されている。２つのレンズ部３Ｌ，３Ｒ
は、円筒状の筒体からなるレンズ鏡筒１１と、このレンズ鏡筒１１内に固定又は移動可能
に支持された複数枚のレンズ及びプリズムとを有し、同一の構成部品によって同一構造に
構成されている。各レンズ部３Ｌ，３Ｒにおける最も被写体に近い側に配置されたレンズ
が物体側レンズ１２である。
【００１９】
　２つのレンズ鏡筒１１，１１に支持された左右のレンズ系は、夫々の光軸を略平行にし
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て横並びに配置されており、後述するコンバージェンスリングの回転操作により左右のレ
ンズ部３Ｌ，３Ｒのクロスポイント（コンバージェンス）の調整が可能に構成されている
。２つのレンズ鏡筒１１，１１の後端には、所定形状に形成された配線パターンを有する
結合部材１４がそれぞれ取り付けられている。各結合部材１４には、各レンズ系の光軸に
一致させて貫通穴が設けられている。この結合部材１４には、２つの撮像素子ユニット９
Ｌ，９Ｒが取り付けられる。
【００２０】
　図５に示すように、２つの撮像素子ユニット９Ｌ，９Ｒは、それぞれ撮像素子が搭載さ
れた３つの撮像素子ＩＣマウント基板１８と、色分離合成プリズム１５を有している。色
分離合成プリズム１５は、結合部材１４の貫通穴の外側であってその光軸上に配置される
。この色分離合成プリズム１５は、レンズ鏡筒１１から入射した光を、Ｒ（赤色）、Ｇ（
緑色）、Ｂ（青色）に分光する。そして、色分離合成プリズム１５には、３つの撮像素子
ＩＣマウント基板１８が配置されている。
【００２１】
　３つの撮像素子ＩＣマウント基板１８は、それぞれ略正方形をなす平板状に形成されて
いる。３つの撮像素子ＩＣマウント基板１８には、Ｒ光、Ｇ光、Ｂ光に対応した撮像素子
が搭載される。撮像素子としては、例えば、ＣＭＯＳ（相補性金属酸化膜半導体）イメー
ジセンサやＣＣＤ（電荷結合素子）等を適用することができる。
【００２２】
　なお、本例では、２つの撮像素子ユニット９Ｌ，９Ｒにそれぞれ３つの撮像素子を設け
た例を説明したが、これに限定されるものではない。例えば、撮像素子を１つだけ設けて
、レンズ鏡筒１１から入射した光を分光せずに、１つの撮像素子で光を受光してもよい。
【００２３】
　２つのレンズ鏡筒１１，１１の外周には、半径方向外側に突出するＶブロック状に形成
された支持ブロック１６，１６が設けられている。これらの支持ブロック１６，１６を介
して２つのレンズ部３Ｌ，３Ｒが、ベースプレート７上に位置調整可能に取り付けられて
いる。ベースプレート７は長方形をなす平板状の部材からなり、このベースプレート７に
カバープレート８が複数の固定ねじ１７によって着脱可能に締め付け固定されている。カ
バープレート８は、２つのレンズ鏡筒１１，１１の上方を覆う上面部８ａと、この上面部
８ａの左右両側に連続して下方に延在された左右の側面部８ｂ、８ｂからなり、各側面部
８ｂの下端が固定ねじ１７でベースプレート７の側端面に固定されている。
【００２４】
　レンズケース４は、図１～図３に示すような構成を有している。即ち、レンズケース４
は、四角形をなす筒状に形成されたケース本体２１と、このケース本体２１の前面の開口
部を閉じるように取り付けられるフロント部材２２とからなり、固定ねじ３８によって着
脱可能に締め付け固定されている。ケース本体２１の内部には、レンズユニット２を収納
するための空間部からなるユニット収納部が設けられている。ユニット収納部の所定位置
にレンズユニット２を収納すると、フロント部材２２の略中央部に設けた横長の開口部２
４から左右のレンズ部３Ｌ，３Ｒの２つの物体側レンズ１２，１２が露出される。
【００２５】
　レンズケース４の右側面にはグリップ部２５が設けられ、レンズケース４の左側面には
調整リング２６が設けられている。グリップ部２５は、使用者が片手で握るに都合の良い
形状及び大きさを有する突起部からなり、図示しない押えバンドが取り付けられるバンド
取付部２７ａ，２７ｂが設けられている。更に、グリップ部２５には、広角及び望遠調整
を行うことができる揺動式の広角／望遠スイッチ２８が設けられている。広角／望遠スイ
ッチ２８の一端を連続して押圧することによりその押圧量に応じて広角調整が進められ、
他端を連続して押圧することによりその押圧量に応じて望遠調整が進められる。
【００２６】
　調整リング２６は、ズーム調整のためのズームリング３１と、フォーカス調整のための
フォーカスリング３２と、コンバージェンス調整のためのコンバージェンスリング３３と
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によって構成されている。ズームリング３１とフォーカスリング３２とコンバージェンス
リング３３は、それぞれ入れ子式構造により組み合わされて同軸的に回動可能とされてい
て、しかも、互いに独立して正・逆方向へ回動自在に構成されている。更に詳しく説明す
ると、ズームリング３１は、調整リング２６において最も外周側に配置された回動部であ
り、フォーカスリング３２は、ズームリング３１の内側に配置された回動部である。そし
て、コンバージェンスリング３３は、フォーカスリング３２の内側に配置された回動部で
ある。
【００２７】
　このように３つのリングを配置することにより、使用者（ユーザ）は、操作しているリ
ングの位置関係と共にリングの外径から調整対象を感覚的に知ることができ、これにより
、操作性の向上を期待することができる。なお、ズームリング３１とフォーカスリング３
２の外周面には滑り止め用のローレットが設けられ、コンバージェンスリング３３の端面
には同じく滑り止め用のローレットが設けられている。
【００２８】
　ケース本体２１の前面に取り付けられるフロント部材２２は、円筒状をなすリング部３
５と、このリング部３５の内側に展開された端面部３６と、リング部３５をケース本体２
１に固定するためのベース部３７とを有している。端面部３６の略中央部には、レンズユ
ニット２の左右の物体側レンズ１２，１２を露出させるために横長に形成された開口部２
４が設けられている。ベース部３７は、リング部３５の直径方向両側に突出する突起部と
して形成されており、このベース部３７に設けた挿通孔に挿通される複数の固定ねじ３８
によってフロント部材２２がケース本体２１に一体的に固定されている。
【００２９】
　フロント部材２２のリング部３５の内周面には、光学フィルタ５をねじ結合により着脱
可能に連結するための雌ねじ３９が設けられている。この光学フィルタ５の雌ねじ３９の
形状、大きさ、ピッチ等は適宜に設定することができるが、市販されている光学フィルタ
に適用されている規格サイズの雄ねじに対応する規格サイズの雌ねじが好ましい。リング
部３５が、フィルタ装着部の一具体例を構成している。光学フィルタ５は、適度な直径で
形成された円形のフィルタ部４１と、このフィルタ部４１に嵌合されるリング状の枠体部
４２とによって構成されている。枠体部４２は、フィルタ部４１の一面側に突出するリン
グ状の筒軸部４２ａを有しており、この筒軸部４２ａの外周面に、リング部３５に設けた
雌ねじ３９と螺合可能な雄ねじ４３が設けられている。
【００３０】
　光学フィルタ５としては、各種のものを適用可能であるが、本開示においては、形状に
よる分類では円形フィルタに限定され、また、取り付け規格による分類ではねじ式に限定
される。一方、材質による分類では、ガラスフィルタとプラスチックフィルタが適用可能
である。また、フィルタの効果による分類では、偏光（ＰＬ）フィルタ、減光（ＮＤ）フ
ィルタ、シャープカット（ＳＣ）フィルタ、色彩強調効果用フィルタ、色温度変換（ＬＢ
）フィルタ、色補正（ＣＣ）フィルタ、赤外線フィルタ、レンズ保護用フィルタ等を適用
できる。更に、光学フィルタ５として、ホワイトバランス取得用フィルタ、変則反射除去
（ＤＲ）フィルタ、ソフトフィルタ、クロスフィルタ等も適用することができる。
【００３１】
　なお、シャープカットフィルタとしては、紫外線カット（ＵＶ）フィルタ、白黒用コン
トラスト調整フィルタ、白黒用整色フィルタ、赤外フィルム用フィルタ、ＨＦグラス等を
挙げることができる。また、色補正フィルタとしては、蛍光灯（ＦＬ－Ｗ）フィルタ、Ｔ
Ｖ画面撮影用（ＴＶ－ＣＣ）フィルタ等を挙げることができる。ソフトフィルタとしては
、デュート、ソフトン、フォギー等を挙げることができる。更に、クロスフィルタとして
は、スノークロス、サニークロス、バリクロス等を挙げることができる。
【００３２】
　なお、光学フィルタは、着脱自在に構成することなく、レンズユニット２と一体に設け
る構成とすることもできる。また、光学フィルタは、市販品のものを用いることなく、専



(8) JP 2012-215807 A 2012.11.8

10

20

30

40

50

用の光学フィルタを設ける構成とすることができることは勿論である。
【００３３】
　一般に、人間の両眼の間隔は、成人の平均が６５ｍｍ程度と言われており、この両眼の
間隔がレンズユニット２の２つのレンズ部３Ｌ，３Ｒの光軸間隔（ＩＡＤ：Inter-Axial 
Distance、「視差」とも言う。）に相当する。そして、左右のレンズ部３Ｌ，３Ｒの視線
（光軸）を少し内側に向けて被写体を見ることにより立体感を得ることができ、この左右
のレンズ部３Ｌ，３Ｒの光軸が交差する点が輻輳点と言われている。輻輳角は人間の寄り
眼の角度に相当し、その視線は少し内側に向いている。
【００３４】
　この場合に、ＩＡＤ（光軸間隔）を成人の視差６５ｍｍよりも狭くすることにより、３
Ｄ撮影領域を広くすることができる。リグ式３Ｄカメラ（ＨＤ カメラ）では、ＩＡＤ＝
０～７０ｍｍであった。これに対して、２つのレンズ部を一体型とした立体撮影カメラで
は、ＩＡＤと「レンズ（Ｆ値）及び撮像画面」は相反する関係にある。
　ＩＡＤを小さな値にすると、「レンズ部（物体側レンズ）の直径Ｇ、プリズム寸法、撮
像素子サイズ、撮像素子のＩＣパッケージ寸法、撮像素子ＩＣマウント基板寸法Ｔ」を小
さくする必要があり、レンズ（Ｆ値）は暗くなり、Ｓ／Ｎ画質は低下する。これに対して
、この場合における立体撮像領域は広くなる。
　これとは逆に、ＩＡＤを大きな値にすると、「レンズ部（物体側レンズ１２）の直径Ｇ
、プリズム寸法、撮像素子サイズ、撮像素子のＩＣパッケージ寸法、撮像素子ＩＣマウン
ト基板１８寸法Ｔ」を大きくすることができ、レンズ（Ｆ値）は明るくなり、Ｓ／Ｎ画質
は向上する。これに対して、この場合における立体撮像領域は狭くなる。
【００３５】
　そこで、ＩＡＤ（：Ｙ）の値は、
　３０＜Ｙ＜６０（単位：ｍｍ）の範囲内で設定することが好ましく、１ｍ付近の比較的
近距離から好適な立体映像を得るためには、ＩＡＤを４５ｍｍ程度に抑えることが好適で
ある。
【００３６】
　次に、図６を参照して好適な立体映像を得るために必要な物体側レンズ１２の直径Ｇ及
び撮像素子のサイズについて説明する。
　図６は、各種の撮像素子のサイズ用に物体側レンズ１２を設計した際の物体側レンズ１
２の直径を示すグラフである。図６に示すグラフの条件は、倍率１０倍、Ｆ２．８、広角
側の画角はフルサイズ換算で４０ｍｍ程度である。
【００３７】
　上述したように、良好な立体映像を撮影するためにＩＡＤを４５ｍｍ程度に抑えること
が求められている。そのため、物体側レンズ１２の直径Ｇも４５ｍｍ以下にすることが好
ましい。したがって、図６に示すように、物体側レンズ１２の直径Ｇを４５ｍｍ以下の場
合、撮像素子のサイズを２／３インチ以下に抑える必要があることがわかる。
【００３８】
　また、ＡＳＰ－Ｃサイズや３５ｍｍフルサイズの撮像素子を用いた場合、物体側レンズ
１２の直径Ｇは、１００ｍｍ以上となる。そして、直径Ｇが１００ｍｍ以上の物体側レン
ズ１２をレンズ部３Ｌ，３Ｒに用いた場合、ＩＡＤの大きさは、１００ｍｍを超える。そ
のため、立体撮像領域が狭くなり、好適な立体映像を得ることができない。
【００３９】
　次に、好適な立体映像を得るために必要な撮像素子ＩＣマウント基板１８の寸法Ｔ及び
撮像素子のサイズについて図７を参照して説明する。
　図７は、各種の撮像素子のサイズ用に撮像素子ＩＣマウント基板１８を設計した際の撮
像素子ＩＣマウント基板１８の寸法Ｔを示すグラフである。
【００４０】
　図７に示すように、撮像素子のサイズが１／３インチと、１／２インチの場合、撮像素
子ＩＣマウント基板１８の寸法Ｔは、大きな差異が生じない。しかしながら、撮像素子の
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サイズが１／２インチより大きくなると、撮像素子のサイズの変化にしたがって撮像素子
ＩＣマウント基板１８の寸法Ｔが大きくなることがわかる。
【００４１】
　ここで、図４に示すように、撮像素子ＩＣマウント基板１８は、光軸と直交する方向に
横並びに配置されたレンズ部３Ｌ，３Ｒの後方に配置されている。そのため、撮像素子Ｉ
Ｃマウント基板１８は、隣合う撮像素子ユニット９Ｌ，９Ｒの撮像素子ＩＣマウント基板
１８と干渉しないように配置される。そのため、撮像素子ＩＣマウント基板１８の寸法Ｔ
が大きくなると、２つのレンズ部３Ｌ，３Ｒの間隔も大きくなる。
【００４２】
　また、上述したように、良好な立体映像を撮影するためにＩＡＤを４５ｍｍ程度に抑え
ることが求められている。そのため、撮像素子ＩＣマウント基板１８の寸法Ｔも４５ｍｍ
以下にすることが好ましい。したがって、図７に示すように、撮像素子ＩＣマウント基板
１８の寸法Ｔを４５ｍｍ以下の場合、撮像素子のサイズを２／３インチ以下に抑える必要
があることがわかる。
【００４３】
　なお、画質の低下を防ぐために、撮像素子のサイズは、１／４インチ以上が好ましい。
よって、物体側レンズ１２の直径Ｇ、撮像素子ＩＣマウント基板１８の寸法Ｔ及び得られ
る画質を考慮すると、撮像素子（：Ｘ）の大きさは、１／４＜Ｘ＜２／３（単位：インチ
）とする。
　好ましい値の組み合わせとしては、例えば、レンズＩＡＤ＝４５ｍｍ、撮像素子＝１／
２インチの場合を実施例として挙げることができる。
【００４４】
　このように、ＩＡＤを、成人の視差６５ｍｍよりも狭い「３０＜Ｙ＜６０」に設定し、
撮像素子に「１／４＜Ｘ＜２／３」のものを適用することにより、立体撮像領域が広く且
つ高画質の立体撮像を得ることができる。この立体撮像装置は、一般大衆が使用する民生
用の撮像装置としても適用可能であるが、業務用の撮像装置として適用することにより、
最も効果的に目的を達成することができる。
【００４５】
　次に、光学フィルタ５のサイズについて説明する。
　また、光学フィルタ５をサイズの点から述べると、その直径Ｓ（図１参照）は、物体側
レンズ１２の２個分よりも大きい直径である必要がある。そのため物体側レンズ１２の直
径Ｇによって制限を受けることから、物体側レンズ１２の直径Ｇを考慮したサイズのもの
を選択する必要がある。市場において、一般に提供されている光学フィルタのフィルタ径
Ｓは、４９ｍｍ、５２ｍｍ、５５ｍｍ、５８ｍｍ、６２ｍｍ、６７ｍｍ、７２ｍｍ、７７
ｍｍ、８２ｍｍである。また、プロ用大口径サイズフィルタとして、８６ｍｍ、９５ｍｍ
、１０５、１１２ｍｍのものも提供されている。
【００４６】
　これら市販の光学フィルタの存在を考慮すると、フロント部材２２のリング部３５にお
ける雌ねじ３９のサイズを決定することにより、特別なサイズの光学フィルタを特注して
製造することなく、安価な市販品を使用することが可能となる。また、上述したように、
ＩＡＤ（：Ｙ）の値は、３０＜Ｙ＜６０（単位：ｍｍ）の範囲内で設定することが好まし
い。そのため、光学フィルタ５としては、フィルタ径Ｓが６７ｍｍから１１２ｍｍのサイ
ズに設定される。
【００４７】
　例えば、２つのレンズ部３Ｌ，３Ｒの物体側レンズ１２，１２の直径Ｇを３０ｍｍ、レ
ンズ鏡筒１１の外径を４０ｍｍ、２つのレンズ部３Ｌ，３Ｒの中心間の距離（ＩＡＤ：In
ter-Axial Distance、「視差」とも言う。）を４５ｍｍと設定することができる。この場
合、光学フィルタ５のフィルタ径Ｓとしては、７７ｍｍから１１２ｍｍまでのサイズのも
のを採用することが可能である。しかしながら、フィルタ着脱時の作業性、被写体から得
られる立体映像に対するケラレやフレア等を考慮すると、８２ｍｍから１０５ｍｍまでの
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範囲内の光学フィルタ５を使用することが好ましい。
【００４８】
　図２及び図９は、左右のレンズ部３Ｌ，３Ｒの光線図を説明するものである。図２にお
いて、符号４５Ｒは右側の撮像素子ユニット９Ｒ（図４参照）の枠部分、４５Ｌは左側の
撮像素子ユニット９Ｌ（図４参照）の枠部分である。４５Ｃは２つの枠部分４５Ｒ，４５
Ｌが重なり合う重合部分を、それぞれ示している。また、符号ＦＲは右側の撮像素子ユニ
ット９Ｒ（図４参照）の撮像による撮像面、ＦＬは左側の撮像素子ユニット９Ｌ（図４参
照）の撮像による撮像面、ＦＣは２つの撮像面ＦＲ，ＦＬが重なり合う重合面を、それぞ
れ示している。本開示によれば、２つのレンズ部の物体側レンズ１２，１２が１個の光学
フィルタによって覆われているため、異なるフィルタ特性を発生させることなく、２つの
レンズ部に常に同じフィルタ効果を付与することができる。なお、図９において、符号Ｃ
１は右レンズ部３Ｒの光軸、符号Ｃ２は左レンズ部３Ｌの光軸を示す。また、符号φは、
左右のレンズ部３Ｌ，３Ｒの各物体側レンズ１２，１２に対する光の入射角を示す。
【００４９】
　図１に示すレンズフード６は、本開示の二眼レンズ装置１に用いて好適なレンズフード
の一実施例を示すものである。このレンズフード６は、光の入射を制限する環状に連続さ
れた遮光部６ａと、この遮光部６ａの背面側を覆う背面部６ｂと、背面部６ｂの中央部に
設けられたリング状をなす固定部６ｃとを有している。固定部６ｃには止めねじ４７が取
り付けられている。レンズフード６の固定部６ｃは、レンズケース４のリング部３５又は
光学フィルタ５の枠体部４２に着脱可能に嵌合され、止めねじ４７の締め込みによってレ
ンズフード６がレンズケース４側に締め付け固定される。
【００５０】
　レンズケース４のケース本体２１及びフロント部材２２、並びに、レンズフード６の材
質としては、例えば、ＡＢＳ（アクリロニトリル・ブタジエン・スチレン樹脂）やＰＯＭ
（ポリアセタール）その他のプラスチックを適用することができる。しかしながら、ケー
ス本体２１等の材質としては、これらプラスチックに限定されるものではなく、例えば、
アルミニウム合金、ステンレス鋼、スチール鋼その他の金属を用いることもできる。
【００５１】
　図８は、本開示の二眼レンズ装置１を備えた二眼レンズ装置付立体撮像装置の一実施例
を示す業務用のビデオカメラ５０を示すものである。このビデオカメラ５０は、撮像装置
本体５１と、二眼レンズ装置１とを備えて構成されている。撮像装置本体５１は、プラス
チックやアルミニウム合金等によって形成された外装ケース５２と、この外装ケース５２
の内部に収納された制御装置等を備えている。外装ケース５２には、外部機器との接続の
ための各種のインタフェース群、各種の操作ボタン群、ハンドル５３、表示部５４、バッ
テリーアダプタ、メモリーカードスロット等が設けられている。インタフェースとしては
、例えば、デジタル映像及びデジタル音声の入出力、アナログ映像及びアナログ音声の入
出力、制御用の入力、モニタ出力、ヘッドホン出力等がある。バッテリーアダプタは、図
示しないバッテリーが着脱可能とされている。
【００５２】
　外装ケース５２の主に側面には、操作ボタン群の一部、表示部５４、及びメモリーカー
ドスロットが配置されている。操作ボタンとしては、例えば、電源ボタン、録画ボタン、
再生ボタン、早送りボタン、戻りボタン、シャッタボタン、その他がある。表示部５４は
、撮像中の映像や記録済の映像、或いは各種の機能選択や設定操作のためのユーザインタ
フェース等の表示に用いられ、外装ケース５２の側面において、２軸方向に回動自在に設
けられている。表示部５４としては、例えば、液晶ディスプレイや有機ＥＬディスプレイ
等を用いることができる。メモリーカードスロットは、半導体記録媒体であるメモリーカ
ードの着脱が可能とされており、このメモリーカードに対してデジタル映像データの記録
や再生を行うことが可能となっている。
【００５３】
　ハンドル５３と操作ボタン群の他の一部は、外装ケース５２の上面に設けられている。
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ハンドル５３は、ユーザがビデオカメラ５０を支え持つための部位であり、このハンドル
５３の前部にマイクロホン５５が取り付けられている。また、外装ケース５２の内部には
、ＣＰＵ（中央処理装置）等の制御回路、信号処理回路、エンコーダ回路等が収納されて
いる。
【００５４】
　本開示の二眼レンズ装置１によれば、図９等に示すように、２つのレンズ部３Ｌ，３Ｒ
の前に１個の光学フィルタを配置する構成とした。そのため、２つのレンズ部に対して個
別に光学フィルタを装着する先行技術に係る装置のように異なるフィルタ特性を発生させ
るおそれがなく、２つのレンズ部に常に同じフィルタ効果を付与することができる。
【００５５】
　なお、本開示は以下のような構成も取ることができる。
（１）
　　横並びに配置された２つのレンズ部と、
　前記２つのレンズ部で被写体を立体映像として撮像するためにコンバージェンスポイン
トを調整可能な状態で当該２つのレンズ部を支持するレンズケースと、
　を備え、
　前記レンズケースの、前記２つのレンズ部の被写体側に、当該２つのレンズ部の被写体
側の全面を覆う円形をなす１個の光学フィルタがねじ結合によって着脱可能に装着される
フィルタ装着部を設けた
　二眼レンズ装置。
（２）
　前記フィルタ装着部は、内周面にねじ部を設けた円筒状の筒軸部からなる
　前記（１）に記載の二眼レンズ装置。
（３）
　前記筒軸部のねじ部は、市販されている光学フィルタに設けたねじ結合用の雄ねじが螺
合可能な雌ねじを有する
　前記（２）記載の二眼レンズ装置。
（４）
　前記フィルタ装着部には、フィルタ径が６７ｍｍから１１２ｍｍまでの範囲内の光学フ
ィルタが装着される
　前記（１）から（３）のいずれかに記載の二眼レンズ装置。
（５）
　　被写体を立体映像として撮像することができる二眼レンズ装置と、
　前記二眼レンズ装置が着脱可能に装着される撮像装置本体と、
　前記二眼レンズ装置または前記撮像装置本体に取り付けられ、撮像素子を有する２つの
撮像素子ユニットと、
　を備え、
　前記二眼レンズ装置は、
　横並びに配置された２つのレンズ部と、
　前記２つのレンズ部で被写体を立体映像として撮像するためにコンバージェンスポイン
トを調整可能な状態で当該２つのレンズ部を支持するレンズケースと、
　を有し、
　前記レンズケースの、前記２つのレンズ部の被写体側に、当該２つのレンズ部の被写体
側の全面を覆う円形をなす１個の光学フィルタがねじ結合によって着脱可能に装着される
フィルタ装着部を設けた
　二眼レンズ装置付立体撮像装置。
（６）
　前記フィルタ装着部には、フィルタ径が６７ｍｍから１１２ｍｍまでの範囲内の光学フ
ィルタが装着される
　前記（５）に記載の二眼レンズ装置付立体撮像装置。
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（７）
　前記レンズ部における最も被写体に近い側に配置された物体側レンズの直径は、４５ｍ
ｍ以下に設定される
　前記（５）または（６）に記載の二眼レンズ装置付立体撮像装置。
（８）
　前記撮像素子が搭載される撮像素子ＩＣマウント基板における前記２つのレンズ部が並
ぶ方向の長さは、４５ｍｍ以下に設定される
　前記（５）から（７）のいずれかに記載の二眼レンズ装置付立体撮像装置。
（９）
　前記撮像素子のサイズは、２／３インチ以下に設定される
　前記（５）から（７）のいずれかに記載の二眼レンズ装置付立体撮像装置。
【００５６】
　以上説明したが、本開示は前記実施例に限定されるものではなく、本開示の要旨を逸脱
しない範囲内で各種の変形実施が可能である。前述の実施例では、業務用ビデオカメラに
適用した例について説明したが、民生用ビデオカメラ、その他の撮像装置に適用できるこ
とは勿論である。
【００５７】
　上述した実施の形態例では、二眼レンズ装置に撮像素子ユニットを設けた例を説明した
が、これに限定されるものではなく、撮像装置本体に撮像素子ユニットを設けてもよい。
【符号の説明】
【００５８】
　１…二眼レンズ装置、　２…レンズユニット、　３Ｌ，３Ｒ…レンズ部、　４…レンズ
ケース、　５…光学フィルタ、　６…レンズフード、　９Ｌ，９Ｒ…撮像素子ユニット、
　１１…レンズ鏡筒、　１２…物体側レンズ、　１８…撮像素子ＩＣマウント基板、　２
１…ケース本体、　２２…フロント部材、　２６…調整リング、　３３…コンバージェン
スリング、　３５…リング部（フィルタ装着部）、　４１…フィルタ部、　４２…枠体部
、　５０…ビデオカメラ（二眼レンズ装置付立体撮像装置）、　５１…撮像装置本体、　
５２…外装ケース
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